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本年(2009イD度 、 奈良k'1∫:は創 、γ140周年 を迎 え ま したが、40年 前 の創 岬!fの 大学 キ ャ

ンバ スは近鉄 西 大 ぴ駅 の西 南 ノJの宝 来の地 に あ り、 文学 部の 単科 大学 で あ った当時 は、情

報処理 セ ンターは設 け られてお りませんで した。情 報処理 セ ン ターが開設 されたの は、 キ ャ

ンパ スが現 在の 山陵地 区 に不多転 し、社 会"1∫1部や教 養部が ス ター トした1988年 の こ とで あ り

ま した。 以 後現 在 までの21年 間、Illlセン ター は、 奈良 大学 の情 報 処理 教 育 ・研究 の拠 点 と

して、 多 面的 な活動 を展 開 して 来 ま した、,

「奈良 大学情 報処理 セ ン ター年 報一 は、 同 セ ンターの1年 間 の1舌動 を記録 す る とと もに、

セ ン ター関 係 者が 執{一す る情 報処 理 分野 のdl}f究論 文を収 録 し、 この度 めで た く第20回 の記

念tIljを刊行 す るこ とにな りま した。 こ こに第201}田 行 をお 祝 いす る と と もに、開 設以 来同

セ ン ターの 発展 に寄 与 され た教職 員の皆 様 に、 心 よ り御礼 申 し ヒげ る次 第 です、,

情 報処理 セ ンター は まず、 奈良 大学 の全て の学 生 に情 報 処理 教育 を行 う、 ま さ し くセ ン

ターの役割 を果 た して 来 ま した。 本学 で は全て の学 生 が情 報処 理 の基 本 リテ ラシーを身 に

付 けるべ く、 全学 共通 科IIで 情 報処王li1の一一一定 単位 を必 修 に してお りますの で、 多数 の端末

を備 え た同 セ ンターの教 室 は、 欠 くこ との で きな い存在 です。 情 報処理 セ ン ターは また、

社 会学 部 の統 計 処理 教 育 、 文学 部 地理 学 科 の(導IS教 育 や、 各学 科 の演習 や実 習 にお け る

情報 処理 教 育 な ど、 馴 月教 育 の場 にお いて も、 重要な役割 を はた して来 ま した、。

さ らに情 報処理 セ ンター は、 本学 教職 員の情 報処理 能 力 の向Lに も、 大 いに貢献 して 来

た といえ ます。 開設以 来毎年 の よ うに、1種 講 習 会が教職 員の ため に も開 か れ、 事務 系職

員の情 報処理 スキ ルを高 め る と と もに、 自然 科学 ・人 文社 会科学 を問 わず 、 各学 部教 員の

研 究活動 の支 え に もな って 来 ま した。

加 え て情 報処理 セ ン ター は、地 域 貢献 ・社 会 貢献 につ い て も、 意 を川 いて 来 ま した。阪

神 ・淡 路 大震 災の 災害復 興 の過 程 で、 本学情 報処理 セ ンターの コ ン ピュー タが 大活 躍 した

こ とは、 今で も語 り草に な って お ります。 また、 毎年 開か れ る 「パ ソ コ ン入 門一 ・ 「エ ク

セル入門」 な どの 公開 講座 も、地 域 貢献 を意 図 した もので あ る こ とは 言うまで もあ りませ

ん。

以 上の よ うに情報 処理 セ ンターは、 本学 にあ って従 来 も極 めて 多面的 な役 割 を はた して

来た といえ ま しょ う。 しか しなが ら今後 の その 発展 方向 を展 望 します と、 イ ン ター ネ ッ ト

や電 子 メール な ど、 ネ ッ トワー ク分野 での役割 が ます ます 重要 にな る と考え られ ます。 ま

た、eラ ーニ ングの促 進 や ホー ムペ ー ジの維 持管 理 な ど も、1.1要 な任 務 とな るか も知 れ ま

せ ん。 関係 者 の益 々の ご尽 力を、 切 にお願 いす ると ころで あ ります。
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